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第４ブロックグローバル高専事業報告書

津山高専・グローバル高専事業実施 WG
座長 杉山 明

０．組織編成

平成 28 年度より第四ブロックのグローバル高専事業拠点校を拝命することとなったが、そ
の際に、大きな柱として、次の二点を掲げた。即ち、

①失敗を恐れない

②拠点校の津山だけでなく、ブロック内１３高専全体で取り組む

ということである。そのために事業を具体的に推進するための１０部会を設置し，ブロック

内１３高専のすべてが，それぞれの特徴に応じて，いずれか一つあるいは複数の部会に参加

する体制を構築した。これにより拠点校である津山高専を中心にしてブロックにおける機動

的な事業推進が可能になっている。各部会は事業の進捗に従って、毎年柔軟に改編すること

としたため、29年度は６部会、30年度は７部会での活動となった。(別紙１)
各部会の部会員は数名にとどめたことが作業効率のアップにつながったが、各高専が各部

会の活動内容を知らないようではいけない。それを防ぐために年２回の連絡会を開催し、１

３高専から連絡委員を出していただき情報の共有化を進めた。連絡会の会場を各校の持ち回

りにしたのも、１３高専の全てに当事者意識を持っていただくためである。

以下に各部会毎の活動を報告する。

１．グローバル人材育成カリキュラム検討部会

グローバル高専事業実施の目標はグローバル社会に貢献し活躍する人材を輩出することで

あるが「グローバル社会に貢献し活躍する人材」とはどのような資質を持つべきかは曖昧模

糊として明確でなかった。そこで、遠回りかと思ったが、敢えてそれを議論する部会を設置

した。

三年間の議論の成果は『技術者倫理・グローバル社会で活躍するための異文化理解』とい

う冊子に結実したが、これは民間でも高く評価され、実教出版から 2018 年 11 月に出版され
た。このテキストは今後各校で、特に異文化理解、海外研修の入門として利用する予定であ

る。

２．求められる英語力・英語教育法の検討部会

グローバル社会で活躍する人材にとって英語能力は、その全てではないが、大きな要素で

ある事は間違いない。しかしそこで求められる英語力は、現在行われている英語の授業で身

につけられるものとは異なる。そこでまず求められる英語力の中身を明確にすることが必要

であった。第２部会で議論の結果得られた結論は、

①自己の学習、研究内容を英語で説明できる。

②自己の専門について英語で討論できる。

というものである。

さらにそれらを醸成するための教育法が研究された。

③英語による英語授業・・しかし 100％英語である必要は無い
④英語による他教科授業・・理数、専門は特に有効

⑤集中的に英語のみの環境に身を置く。
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③④を実施するための具体的方策の検討が、８．英語による英語授業の実施部会、９．英

語による他教科授業の実施部会の課題となる。また⑤の実践を検討するのが、６．英語合宿

の実施検討部会であることは言うまでも無い。

３．第二外国語教育の充実検討部会

英語の能力が大切なことは議論の余地がないが、危惧されるのはそれが欧米崇拝、さらに

は途上国蔑視につながることである。特に高専の卒業生が協働作業をする対象はアジアの国

々の人材である事が多い。彼らと力を合わせ成果を上げるためにはアジアの国々の文化を理

解し尊重する心を作らねばならない。そのために、アジアの言語を中心とした第二外国語教

育の充実と、第二外国語を通じた文化理解を提案する。

ただ現実は厳しく、高専における第二外国語は、時間数の削減、適切な講師の不足等で、

むしろ逆風下にある。本部会の活動は、そんな状況下でどのように第２外国語教育を進めて

行くか、というものになった。具体的には以下の様な活動が実施された。

平成 28年度 ・ブロック内１３高専の第二外国語教育の実態調査（別紙２）

・理系向け中国語テキストの作成による中国語教育の質確保

・高専フォーラムに於いてポスター発表

平成 29年度 ・高専学会にて講演、パネリスト

・中国語の出前授業実施（杉山が米子高専へ出講 別紙３）

平成 30年度 ・中国語、ハングルの集中講義実施（別紙４）

平成 31年度 ・高専フォーラムに於いてポスター発表（予定 別紙５）

４．海外研修(アジア圏)実施部会 ５．海外研修(英語圏)実施部会

→ 平成29年度より海外研修実施部会に統合

海外研修が学生の海外に対するハードル感を取り去り、国際感覚を養うのに大きな効果が

あることに議論の余地はない。しかし平成 28 年度時には、独自の海外研修プログラムを持た
ない(あるいはほとんど無い)高専も少なくなかった。海外研修の実施を妨げている要因はい

ろいろあるが、人的、経費的負担の大きさとノウハウを持たないことが大きな要因であるに

違いない。

そこで、人的、経費的負担の軽減と先発校のノウハウを共有するために、ブロック内１３

高専共同のプログラムを準備し、１３高専の学生全てが参加できるようにした。例えばＡ高

専のプログラムにＢ高専の学生が参加してもＢ高専の教員の引率は求めない。そのため引率

教員の労力と引率旅費の負担は発生しない。但し、この三年間はノウハウの共有化のために

他高専からの引率１名をお願いした。

実は海外研修の共同化は中国地区８高専コンソーシアムとして、グローバル高専事業開始

前から実施されていたものである。グローバル高専事業としては、これを四国地区まで拡大

したにすぎない。その後、29 年度、30 年度と少しずつ共同プログラムを増し、現在に至って
いる。（別紙６）この三年間の成果として、第四ブロック全体として海外研修参加学生が増加

傾向にあることが見て取れる。（別紙７）

６．英語合宿の実施検討部会

すでに述べたごとく、学生に集中的に英語のみの環境に身を置く経験をさせるここを目的

としたプランを計画、実施する部会である。

平成 29年度 ８月２８日（月）～３０日（水）於小豆島 参加学生４０名
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平成 30年度 ８月２７日（月）～２８日（火）於五色台 参加学生３０名（別紙８）

学生３～４名にネイティブ１名がつき、二日乃至三日間英語漬けの生活を送ることは大変

有意義なことであるが、外部から招くネイティブの謝金が大きく、これをこのまま継続する

ことは難しい。

代替案として検討中なのが、韓国永進専門大学における英語村への参加だ。文化体験もあ

るがあくまで英語にどっぷりつかる二週間を経験できる。日本から近く、旅費が安いのも魅

力的だ。もちろん旅費、参加費とも学生の個人負担なので、学校としての必要経費は引率教

員旅費のみにとどまる。平成 31 年３月には試みとして津山高専を含む複数の高専から学生、
教員が参加する。（別紙９）

７．国際ロボコンの開催 → 平成29年度より協働モノツクリ検討部会に統合

部会長 津山高専・杉山明

本部会は、津山市から、市主催の「つやまロボコン」を国際大会にしたいが、ついては津

山高専の交流提携校に参加を打診して欲しい、という依頼を受けて発足したものである。当

初は津山高専の学生に海外チームのアテンドをさせることで国際経験を積ませることができ

る、という程度の認識だったが、二年目からは提携校の学生と高専の学生で連合チームを作

り、大会に参加させることとした。異文化人材との協働作業を体験させることを狙ったので

ある。実際にはどの段階でどの程度の協働が可能かを探る所から始めねばならず、考えたと

おりの成果があがっているわけではないが、学生にとって貴重な経験となっているのは、彼

らの取り組みの様子や感想を見る限り間違いない。

平成 28 年度 ニーアンポリテク(シンガポール)、大連東軟信息学院(中国)、プリンセス

チュラポーン(タイ)の３チームが参加

平成 29年度 ラドフォード(オーストラリア)＋呉高専

プリンセスチュラポーン(タイ)＋津山高専の２チームが参加

平成 30年度 ニーアンポリテク(シンガポール)＋新居浜高専

プリンセスチュラポーン(タイ)＋津山高専の２チームが参加

８．英語による英語授業の実施部会 → 平成29年度より英語教育法検討部会に統合

津山高専にはグローバル高専事業開始前から常勤の英語ネイティブ教員がおり、英語によ

る英語授業はすでに始まっていた。しかしこれをブロック内の他高専に拡大することが拠点

校の責務である。グローバル高専事業の一環として、定期的にブロック内の教員を対象とし

た研修を実施してきた。

９．英語による他教科授業の実施部会 → 平成29年度より英語教育法検討部会に統合

それ以上に大きな成果が上がっているのは、英語による他教科授業の実施である。前述の

ごとく津山高専にはグローバル高専事業開始前から常勤の英語ネイティブ教員がおり、平成 27
年には該当教員を講師として英語以外の教員を対象に校内ＦＤが開催されている。

グローバル高専事業としては、先ず津山高専で提携校である大連東軟信息学院(中国)から

数学の教員を招き、一週間にわたって英語による数学の授業をしてもらった。学生にとって

は初めての体験であった事は言うまでもない。さらに翌年からは相互訪問とし、高専の教員

が相手校で英語でそれぞれの専門授業を講義することとした。もちろん教員に英語での授業

実践の経験を積ませることが目的である。平成 29 年度からは他高専でも同様の試みをしてい
ただいた。（別紙 10）
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もちろん平行して他教科教員対象の英語による授業研修も行ってきた。（別紙 11）さらに教
案を作成し開示することでより取り組みやすくなるのではないかと考え、教案例の蓄積に努

めてきた。31 年３月には３年間の集大成としてガイドブックを完成し、各校に配布すみであ
る。

10．協働モノツクリ検討部会

異文化異言語人材との協働作業を体験させるプラン設定を狙った部会。平成 29年度からは、
７．国際ロボコンの開催部会を吸収統合し、つやまロボコンの参加が主たる責務となった。

一方で、短期留学生を受け入れて研究室に配属、協働で実験、実習を進めることも考え、

その準備に取り組んだ。この部分の成果は、平成 30 年度から 11．短期留学生受入検討部会に
引き継がれることとなった。

11．短期留学生受入検討部会

本部会は 29 年秋の連絡会でその設置が提案され、30 年４月に発足したものである。設置の
意図は以下のようなものである。

学生に異文化異言語に触れさせるには海外研修は大変有用である。

しかし海外研修に参加する学生は限られており、残る学生をどうするかが課題。

ならば通常の学校生活に異文化人材を招き入れ無理矢理国際環境を作り出せば良い。

長期の留学生は日本語ができるので不適切、短期留学生が望ましい。

第一歩として、各校の短期留学生受け入れ状況を調査した。（別紙 12）さらにそれを踏まえ
た上で、短期留学生受入の障害となっているのは何か、受入拡大の方策はないか、を検討中

である。

12．日台カンファレンス

グローバル高専事業開始当初は想定されていなかった事業として、日台カンファレンスが

ある。台湾国立聯合大学側の要請で始まったものだが、平成 29 年９月に聯合大で第１回が開
催され日本側からは第四ブロックを中心に数高専が参加した。その際に聯合大側から第２回

は日本で、という要請がなされ、幹事校宇部高専、会場校津山高専でお引き受けすることと

なった。第２回は 30 年７月に岡山市で開催され、教員、学生合わせて 100 名以上の参加者を
得た。

日台カンファレンスは台湾と日本（第四ブロック）で交互に開催される。第４回は日本開

催となるが、すでに阿南高専と香川高専の共同開催が決定している。また、韓国永進専門大

学が参加を希望しており、日台韓カンファレンスとなる可能性もある。

13．ＨＰの作成（http://www.global4thblock.jp/）

他高専からのご提案により、ＨＰを作成、運用することとなった。立ち上げやコンテンツの準備

に手間取り、公開が始まったのは 28 年度末からであった。開設当初は事業の広報にとどまってい
たが、現在は各事業の要項、申込書の格納、トラブルシューティングの蓄積等実務的な利用ととも

に、リレーエッセイのような読み物的な面も兼ね備えた運用となっている。

14．総合的な成果

三年間のグローバル高専事業によって得られた成果は小さくない。具体的には、以下の様

な成果が挙げられる。
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①ブロック内の海外渡航学生数が上昇した。

別紙８によれば、若干の上下はあるものの、第四ブロック全体の海外研修参加学生数が増

加傾向にある事は間違いない。第四ブロック１３高専で海外研修参加学生数はグローバル高

専事業が始まる前の平成 27年度は 341名であったが、平成 30年度には 411名に達している。

②ブロック内の高専間の連携意識が向上した。

連絡会の開催、部会制度による共同作業が、高専間の連携意識を高めるという副産物も生

んだ。これは以下のような事実から看取できる。

・関係した英語の教員は現在の英語教育法検討部会を発展させた研究会を立ち上げようと

している。

・28 年当時は拠点校から連絡、打診しても回答さえないこともあったが、現在は取り組み
に積極的な回答をいただくことが多い。

・中国地区８高専によるコンソーシアムの拡大を四国地区各校に打診することが中国地区

校長会で決定された。

2019年 3月 20日(水)
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